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　岡地区、柏倉九左衛門家から北へ約３００ｍ
に位置する「岡村観音堂」は、「木造十一面
千手観音菩薩立像」をご本尊としています。
別名「雨乞い観音」といわれており、人々の
信仰を集めています。�（⇒詳しくはＰ１４へ）
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３月３１日に専決処分が行われました３月３１日に専決処分が行われました
　専決処分とは、事業の性質上、早急に進める必要があると判断される場合、町長が議会の議決を経るこ
となく決することができる処分のことで、このたび下記の２件の条例の一部を改正する条例の制定や設定
がそれにあたると判断され、執行されました。
　この専決処分については、６月定例会において全会一致で承認しました。

心も体もリフレッシュ (ゆ・ら・ら露天風呂)

中山町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について

中山町町税条例等の一部を改正する条例の設定について

　地方税法等の一部を改正する法律等の施行に伴い、中山町国民健康保険税条例の一部改正が急
きょ必要となったため、３月３１日に専決処分が行われました。
　主な改正の内容は、国民健康保険税の課税限度額の見直しで、医療給付分が現行の６３万円から
６５万円に、後期高齢者支援金分が現行の１９万円から２０万円に改正され、４月１日から施行されました。

　地方税法等の一部を改正する法律等の施行に伴い、中山町町税条例等の一部改正が急きょ必要と
なったため、３月３１日に専決処分が行われました。
【主な改正内容】
　・上場株式等の配当所得等に係る課税方式の変更（第３４条の９）
　・住宅借入金等特別税額控除の適用期限の延長（附則第７条の３の２）
　・土地に係る固定資産税負担調整措置の変更（附則第１２条）
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少しでも町民の負担軽減に

　コロナ禍において原油価格や電気・ガス料金を含む物
価高騰の影響を受けている町民の負担軽減を目的とし
て、全世帯に１万円分の新型コロナ対策中山町商品券を
配布するものです。財源は、国の新型コロナウイルス感
染症対応地方創生臨時交付金３０８９万４０００円と県の地域消
費喚起推進事業費補助金１０５６万７０００円を活用し、合計で
４１４６万１０００円となります。（⇒関連記事Ｐ１１）

１．新型コロナ対策中山町商品券事業

　同様の目的で、全世帯に「ひまわり温泉ゆ・ら・ら入浴
回数券」１冊を配布するものです。財源は、国の新型コ
ロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金で１３２３万‌
４０００円となります。

２．ひまわり温泉管理運営事業

全世帯に配布される
新型コロナ対策中山町商品券

　６月定例会で第２回目の予算の見直しを行いました。その結果、歳入歳出予算にそれぞれ６７９５万４０００円
を増額し、総額で５３億２７４７万９０００円とするものです。見直しの主な内容は次のとおりです。

令和４年度一般会計補正予算令和４年度一般会計補正予算（第２号）（第２号）６月定例会

令和３年度一般会計補正予算令和３年度一般会計補正予算（第１６号）（第１６号）６月定例会

特別交付税額 確定　８１８２万４０００円を専決処分特別交付税額 確定　８１８２万４０００円を専決処分
　令和３年度特別交付税額が２億１１８２万４０００円に確定したことから、歳入予算との差額８１８２万４０００円を
増額するとともに、歳入における増額分を財政調整基金に積み立てるための専決処分を承認しました。
令和３年度の歳入歳出予算総額は５８億５３６９万３０００円となります。

令和４年度一般会計補正予算令和４年度一般会計補正予算（第１号）（第１号）６月定例会

４回目のワクチン接種体制を整備
　　　　　　　１６５２万５０００円を専決処分
　新型コロナウイルスワクチン接種について、４回目の接種体制を
速やかに進めるため、専決処分を承認しました。全額、国の補助金
で行うものです。

令和４年 中山町議会６月定例会日程表
期　　日 会　　議 備　　考

６月８日（水）
本　会　議

（特別委員会）
（常任委員会）

一般質問
議第２９号〜３２号　各件毎提案理由の説明、質疑、討論、採決
報告、請願１件
柏倉家住宅保存・利活用特別委員会
厚生産業常任委員会

６月９日（木） 休　　　会 議案調査

６月１０日（金）
本　会　議

（全員協議会）

議第３３号〜３７号　各件毎提案理由の説明、質疑、討論、採決
選挙（山形広域環境事務組合議会議員）
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その議案に私は賛成、私は反対その議案に私は賛成、私は反対
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佐
東　
幸
治

須
貝　
勝
司

夛
田　
慎
二

鈴
木　
徹
雄

渡
辺　
博
文

斎
藤　
眞
一

村
山　
　
隆

欠　
員

佐
竹　
英
規

鎌
上　
　
徹

議第
２９号

令和３年度中山町一般会計補正予算（第１６号）についての専決処分
の承認について
歳入歳出予算それぞれ８１８２万４０００円増額し、歳入歳出予算総額を
５８億５３６９万３０００円とする
一般会計予算の補正が急きょ必要となったため、地方自治法第１７９条
第１項の規定に基づき専決処分したもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

３０号
中山町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
の専決処分の承認について
地方税法等の一部改正に伴い、急きょ施行を必要としたため、地方自
治法第１７９条第１項の規定に基づき専決処分したもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

３１号
中山町町税条例等の一部を改正する条例の設定についての専決処
分の承認について
地方税法等の一部改正に伴い、急きょ施行を必要としたため、地方自
治法第１７９条第１項の規定に基づき専決処分したもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

３２号

令和４年度中山町一般会計補正予算（第１号）についての専決処分
の承認について
歳入歳出予算それぞれ１６５２万５０００円増額し、歳入歳出予算総額を
５２億５９５２万５０００円とする
一般会計予算の補正が急きょ必要となったため、地方自治法第１７９条
第１項の規定に基づき専決処分したもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

３３号

令和４年度中山町一般会計補正予算（第２号）について
歳入歳出予算それぞれ６７９５万４０００円増額し、歳入歳出予算総額を
５３億２７４７万９０００円とする
新型コロナ対策商品券業務委託料３９０１万円・ひまわり温泉施設利用促
進報償費１３２３万４０００円など

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

３４号

中山町小規模企業振興基本条例の設定について
本町の小規模企業の振興について基本理念を定め、町の責務等を明ら
かにするとともに、小規模企業の振興に関する施策の基本方針を定め
ることにより、地域経済の持続的な発展を図り、もって地域社会の発
展による町民生活の向上に寄与するため

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

３５号
財産の取得について
議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例
第３条の規定による
９００Ｌ水槽付消防ポンプ自動車１台

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

３６号
財産の取得について
議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例
第３条の規定による
災害対応用クレーン付ダンプトラック１台

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

３７号
財産の取得について
議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例
第３条の規定による
除雪機械（除雪ドーザ８ｔ級）１台

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

６月定例会 採決状況 ○賛成　●反対　 欠席　 退席

※注：議長は採決に加わりません。議席番号８番は欠員となります。

請願と陳情（要望）６月定例会に請願１件と陳情４件が提出されました。

請　　願 令和４年度水田活用の直接支払交付金の
見直しに関する請願について

受理年月日：令和４年４月２６日
請　願　者：山形農業協同組合　代表理事組合長　岡崎輝明
　　　　　　山形農協農政対策協議会　会長　岡崎輝明
付託委員会：厚生産業常任委員会

【請願趣旨】‌�　国に対し、将来にわたって安定的な営農・農地の維持が展望できるよう、現場の
課題を十分に検証したうえで、適切かつ万全な対策を講じることを求める。

陳　　情
沖縄戦跡国定公園を聖域としその地域から土砂を
採掘し埋め立てに使う計画の中止を国に要請する
意見書の提出を求める陳情

受理年月日：令和４年３月９日
陳　情　者：沖縄戦戦没者遺骨土砂の尊厳を考える会　代表　漆山ひとみ

陳　　情 国民の祝日「海の日」を７月２０日に固定化する
意見書の提出を求める陳情

受理年月日：令和４年４月１２日
陳　情　者：海事振興連盟　会長　衛藤征士郎

陳　　情 沖縄を「捨て石」にしない安全保障政策を求める
意見書の提出を求める陳情

受理年月日：令和４年５月１８日
陳　情　者：辺野古を止める！全国基地引き取り緊急連絡会　代表　漆山ひとみ

陳　　情 女性トイレの維持及びその安心安全の確保についての陳情
受理年月日：令和４年３月２５日
陳　情　者：女性スペースを守る会 －ＬＧＢＴ法案における『性自認』に対し慎重な議論を求める会－
　　　　　　共同代表　飯野香里　井上恵子　永田マル　山田響子

継
続審査

本請願の紹介議員について
　６月７日（６月定例会前日）、本請願の紹介議員より「請願の紹介取消申出書」が提出され、
同日付で議長の許可を得たことから、この請願は紹介議員が不在となりました。

※‌�町民等が議会に請願する場合、議員の紹介が必要となりますが、議長が請願を受理した後に、紹介議員による
紹介取り消し、死亡、辞職、除名などにより、紹介議員が一人もいなくなっても、その請願の効力には影響が
なく、議会は通常どおり審査を行います。
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渡辺　博文 議員（７ページ）

▪‌▪‌��グローバル経済の変化と現状がグローバル経済の変化と現状が
　町民の暮らしに与える影響と対策について　町民の暮らしに与える影響と対策について

佐東　幸治 議員（８ページ）

▪‌▪‌��無電柱化は魅力的なまちづくり無電柱化は魅力的なまちづくり

夛田　慎二 議員（９ページ）

▪‌▪‌��除雪計画の見直しを除雪計画の見直しを
▪‌▪‌��被災住宅の安全確保について被災住宅の安全確保について
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質問者（発言順）

一般質問一般質問
　一般質問とは、議員個人が町の事務・事業の執行状況や将来に対する考え方などの報告や説明を町長などに求め、
町が町民のために適切な町政運営を進めているかを議員がチェックするものです。
　質問方法は、効率的な議会運営を目的に、質問する議員があらかじめ議長に質問の趣旨などを知らせる「通告制」
を採用し、議員はその内容に沿って質問します。中山町議会では、質問時間は答弁と合わせて４０分以内としています。

３人の議員が一般質問
　６月定例会では、３人の議員が４件の一般質問を行い、
将来の町政について活発な議論を展開しました。

一 般 質 問一 般 質 問
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辺
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 議員

グローバル経済の変化とグローバル経済の変化と
現状が町民の暮らしに与える現状が町民の暮らしに与える
影響と対策について影響と対策について
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騰
等
に

直
面
す
る
生
活
困
窮
者
等

へ
の
支
援
」
の
策
定
指
針

に
従
い
、
低
所
得
の
子
育

て
世
帯
に
対
す
る
子
育
て

世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付

金
の
支
給
や
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
き
め
細
か
な

生
活
困
窮
者
対
策
の
実
施

な
ど
、
真
に
生
活
に
困
っ

て
い
る
方
々
へ
の
支
援
措

置
を
強
化
し
て
い
く
。

　
低
所
得
の
子
育
て
世
帯

に
対
す
る
子
育
て
世
帯
生

活
支
援
特
別
給
付
金
の
支

給
に
つ
い
て
は
、
児
童
手

当
お
よ
び
特
別
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
し
て
い
る
住

民
税
非
課
税
世
帯
並
び
に

児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯

に
対
し
、
児
童
一
人
当
た

り
５
万
円
を
支
給
す
る
と

と
も
に
、
町
独
自
に
５
万

円
を
上
乗
せ
し
て
支
給
す

る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
こ
の
給
付
金
制

度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け

て
家
計
が
急
変
し
、
収
入

が
前
述
し
た
対
象
世
帯
と

同
じ
水
準
に
な
っ
て
い
る

方
も
支
給
対
象
と
な
る
制

度
で
あ
る
。

　
ほ
か
に
、
住
民
税
非
課

税
世
帯
に
対
す
る
臨
時
特

別
給
付
金
が
あ
り
、
こ
れ

は
住
民
税
が
非
課
税
の
世

帯
に
対
し
、
一
世
帯
当
た

り
１０
万
円
を
支
給
す
る
給

付
制
度
で
、
生
活
保
護
世

帯
を
含
む
低
所
得
世
帯
が

対
象
に
な
る
。
ま
た
、
家

計
急
変
に
よ
り
収
入
が
住

民
税
非
課
税
世
帯
と
同
じ

水
準
に
な
っ
て
い
る
方
も

支
給
対
象
に
な
る
。

　
さ
ら
に
、
住
民
税
非
課

税
の
基
準
に
該
当
し
な
い

も
の
の
、
生
活
に
困
窮
し

て
い
る
状
態
の
方
に
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る

生
活
福
祉
資
金
貸
付
や
食

料
支
援
、
東
南
村
山
地
域

生
活
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
就
労
支
援
や
住
居

確
保
給
付
金
の
ほ
か
、
厚

生
労
働
省
に
よ
る
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
金
の
給
付

等
の
制
度
を
ご
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
、
社
会
福
祉

協
議
会
、
東
南
村
山
地
域

生
活
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

と
の
連
携
を
密
に
し
、
広

く
相
談
体
制
を
整
え
て
い

る
。

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
世
帯

に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員

会
や
児
童
相
談
所
と
連
携

し
、
実
態
把
握
お
よ
び
相

談
対
応
を
進
め
て
い
く
。

問　
物
価
の
高
騰
は
夏
か

ら
秋
に
か
け
て
本
格
化
す

る
。
町
民
の
立
場
に
立
っ

て
、
生
活
困
窮
者
を
支
援

し
て
ほ
し
い
。

町
長　
今
後
も
、
原
油
価

格
や
電
気
・
ガ
ス
料
金
を

含
む
物
価
高
騰
等
に
直
面

す
る
町
民
に
対
し
、
必
要

な
支
援
を
迅
速
に
行
う
よ

う
努
め
て
い
く
。

私
の
思
い

　
町
民
の
日
頃
の
生
活
が

最
優
先
。
わ
が
中
山
町
は

生
活
弱
者
や
生
活
困
窮
者

の
保
護
救
済
を
第
一
に
考

え
る
行
政
で
あ
る
こ
と
を

希
望
し
、
そ
う
で
あ
る
こ

と
を
願
い
た
い
。
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一 般 質 問

佐
さ
東
とう
 幸
こう
治
じ
 議員

一 般 質 問

空が広く見える無電柱化された住宅街（山形市城南町）

　無電柱化は　無電柱化は
　　　魅力的なまちづくり　　　魅力的なまちづくり

問　
無
電
柱
化
は
、
大
規

模
災
害
時
に
お
け
る
被
害

の
抑
制
、
道
路
の
有
効
幅

を
広
げ
る
こ
と
に
よ
る
安

全
性
・
快
適
性
の
確
保
、

良
好
な
景
観
形
成
な
ど
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
国
は
平
成
２８
年
に

「
無
電
柱
化
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」
を
公
布
・
施

行
し
、
平
成
３０
年
に
は

「
無
電
柱
化
推
進
計
画
」

を
策
定
し
た
。

　
そ
れ
に
基
づ
き
、
令
和

２
年
に
「
山
形
県
無
電
柱

化
推
進
計
画
」
が
策
定
さ

れ
た
。

　
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に

お
い
て
、
大
変
魅
力
的
な

計
画
と
考
え
る
が
、
町
と

し
て
「
無
電
柱
化
計
画
」

の
必
要
性
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

町
長　
近
隣
の
状
況
と
し

て
、
山
形
市
で
は
、
令
和

元
年
度
末
ま
で
に
同
市
管

理
道
路
総
延
長
１
３
４
０

㎞
の
う
ち
、
１４
㎞
が
無
電

柱
化
さ
れ
た
。
ま
た
、
令

和
３
年
に
は
「
山
形
市
無

電
柱
化
推
進
計
画
」
を
策

定
し
、
歩
行
者
の
道
路
空

間
の
整
備
の
ほ
か
、
山
寺

を
は
じ
め
と
す
る
景
観
形

成
の
た
め
の
無
電
柱
化
を

求
め
る
声
を
受
け
、
１６
路

線
、
９
・
３
㎞
を
計
画
対

象
と
し
て
い
る
。

　
国
、
県
お
よ
び
近
隣
自

治
体
の
取
り
組
み
を
鑑
み

れ
ば
、
町
と
し
て
も
、
こ

の
政
策
の
有
効
性
は
認
識

し
て
い
る
。

問　
当
町
で
も
「
無
電
柱

化
推
進
計
画
」
を
策
定
す

る
考
え
、
も
し
く
は
、
計

画
は
あ
る
の
か
。

　
そ
の
ほ
か
、
国
・
県
管

理
道
路
の
周
辺
が
、
歴
史

的
風
致
地
区
や
、
中
心
市

街
地
に
設
定
さ
れ
て
い
な

い
当
町
に
お
い
て
は
、
景

観
形
成
上
の
要
望
採
択
は

低
い
と
考
え
る
。

　
さ
ら
に
、
山
形
断
層
帯

を
は
じ
め
、
軟
弱
地
盤
の

多
い
当
町
に
お
い
て
、
安

定
的
な
維
持
・
管
理
が
可

能
な
の
か
十
分
に
調
査
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
財

政
上
、
実
現
性
、
地
質
的

な
理
由
に
よ
り
、
無
電
柱

化
事
業
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
策
定
の
予
定

は
な
い
。

問　
住
民
の
理
解
が
得
ら

れ
、
対
象
範
囲
も
拡
大

し
、
国
の
政
策
が
も
っ
と

積
極
化
す
れ
ば
、
無
電
柱

化
の
事
業
を
進
め
て
は
ど

う
か
。

町
長　
当
町
に
お
い
て
無

電
柱
化
推
進
計
画
を
策
定

す
る
予
定
は
当
面
な
い

が
、
技
術
の
進
歩
や
国
の

政
策
的
支
援
の
状
況
な

ど
、
今
後
も
調
査
研
究
を

続
け
、
総
合
計
画
や
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
な

ど
、
上
位
計
画
の
策
定
時

に
政
策
化
の
検
討
を
行
っ

て
い
く
。

私
の
思
い

　
皆
さ
ん
、
想
像
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　
「
自
分
の
家
の
前
に
電

柱
・
電
線
が
無
く
、
澄
ん

だ
青
い
空
が
広
が
っ
て
い

る
風
景
を
」

町
長　
関
係
機
関
と
の
合

意
形
成
や
、
当
町
の
道
路

状
況
を
考
え
る
と
、
現
在

の
と
こ
ろ
、
必
ず
実
施
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
策

と
は
考
え
て
い
な
い
。

問　
計
画
を
策
定
し
な
い

理
由
は
何
か
。

町
長　
現
状
、
無
電
柱
化

事
業
よ
り
も
、
町
道
の
舗

装
・
補
修
な
ど
、
予
算
配

分
す
べ
き
事
業
が
あ
る
こ

と
。
ま
た
、
国
・
県
管
理

道
路
の
無
電
柱
化
の
要
望

を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
防

夛
た
田
だ
 慎
しん
二
じ
 議員

除雪計画の見直しを除雪計画の見直しを

問　
町
の
除
雪
出
動
基
準

は
「
降
雪
量
、
降
雪
見
込

み
量
」
と
な
っ
て
い
る

が
、「
積
雪
量
」
に
対
す

る
基
準
も
設
け
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

町
長　
町
道
の
除
雪
に
つ

い
て
は
、
除
雪
出
動
基
準

を
車
道
・
歩
道
共
に
、
降

雪
量
が
１０
㎝
に
達
し
た
場

合
か
、
お
お
む
ね
１０
㎝
に

達
す
る
見
込
み
が
あ
る
場

合
と
し
て
い
る
。

　
積
雪
量
に
対
す
る
基
準

に
つ
い
て
は
、
地
域
に
よ

り
降
雪
量
と
積
雪
量
が
異

な
る
こ
と
、
ま
た
、
日
照

の
状
況
に
よ
り
、
融
雪
度

合
い
も
異
な
る
こ
と
か

ら
、
観
測
基
準
場
所
の
設

定
が
大
変
難
し
い
も
の
と

考
え
ら
れ
る
た
め
、
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
に
よ
る
情
報

収
集
な
ど
を
行
い
、
必
要

に
応
じ
て
対
応
し
て
い
る
。

問　
１０
㎝
未
満
の
降
雪
量

の
日
が
続
き
、
積
雪
量
が

１０
㎝
を
超
え
た
場
合
は
除

雪
さ
れ
る
の
か
。

建
設
課
長 

路
面
や
路
線
の

状
況
に
応
じ
て
対
応
す
る
。

問　
歩
道
の
除
雪
が
遅
く

な
る
と
車
道
を
歩
く
こ
と

に
な
り
、
非
常
に
危
険
な

た
め
、
歩
道
の
除
雪
体
制

を
拡
充
で
き
な
い
か
。

町
長　
昨
年
度
か
ら
歩
道

除
雪
を
行
う
搭
乗
式
ロ
ー

タ
リ
ー
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

を
増
員
し
、
通
常
の
一
斉

除
雪
に
あ
わ
せ
た
歩
道
除

雪
の
ほ
か
、
日
中
の
単
独

除
雪
を
実
施
で
き
る
よ
う

体
制
を
強
化
し
て
い
る
。

今
後
、
そ
の
効
果
を
検
証

し
て
い
き
な
が
ら
、
児

童
・
生
徒
の
安
全
な
登
下

校
の
確
保
に
向
け
、
通
学

路
の
除
雪
全
般
に
つ
い
て

充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問　
「
被
災
建
築
物
応
急

危
険
度
判
定
」
で
、
要
注

意
・
危
険
と
判
定
さ
れ
た

建
物
等
に
つ
い
て
、
貴
重

品
を
取
り
出
す
な
ど
、
一

時
的
な
立
ち
入
り
を
す
る

際
に
安
全
確
保
を
す
る
こ

と
が
難
し
い
と
い
う
問
題

が
あ
る
。

　
建
設
業
者
な
ど
、
専
門

的
な
技
術
を
持
つ
方
か
ら

一
時
立
ち
入
り
時
の
安
全

確
保
に
協
力
を
い
た
だ
く

よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く
れ

な
い
か
。

町
長　
応
急
危
険
度
判
定

は
、
余
震
等
に
よ
る
二
次

被
害
を
防
止
す
る
た
め
、

危
険
性
の
高
い
被
災
建
築

物
へ
の
立
ち
入
り
を
抑
制

す
る
た
め
に
行
う
も
の

被
災
住
宅
の

被
災
住
宅
の

安
全
確
保
に
つ
い
て

安
全
確
保
に
つ
い
て

で
、
被
災
者
の
安
全
を
確

保
す
る
上
で
、
や
む
を
得

な
い
措
置
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
発
災
直
後
、

被
害
の
規
模
に
応
じ
て
対

応
も
変
わ
る
と
思
う
が
、

建
設
業
に
携
わ
る
方
々
に

は
、
救
急
救
援
の
た
め
の

緊
急
輸
送
道
路
の
確
保
、

電
気
・
水
道
・
ガ
ス
・
下

水
道
等
の
復
旧
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
要
請
が
発
生
す

る
こ
と
に
な
る
。

　
発
災
か
ら
復
興
ま
で
の

流
れ
を
考
え
る
と
、
最
初

に
身
の
安
全
の
確
保
と
避

難
、
そ
し
て
避
難
所
で
の

健
康
維
持
、
そ
の
後
に
復

旧
、
復
興
活
動
と
な
る
た

め
、
一
時
的
な
立
ち
入
り

で
は
な
く
、
安
全
な
立
ち

入
り
が
可
能
と
な
る
、
早

期
の
復
旧
・
復
興
作
業
が

で
き
る
こ
と
が
肝
要
と
考

え
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
ま
ず
は
災

害
時
応
援
協
定
自
治
体
を

は
じ
め
と
す
る
県
内
外
の

自
治
体
や
自
衛
隊
・
警
察

に
よ
る
応
援
、
災
害
時
支

援
等
協
定
事
業
者
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
受
入
れ
な

ど
、
町
外
か
ら
の
支
援
体

制
を
構
築
し
、
運
用
で
き

る
体
制
づ
く
り
を
し
て
い

く
こ
と
が
、
早
期
の
復

旧
・
復
興
に
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

問　
地
震
に
よ
っ
て
、
危

険
度
が
増
し
た
ブ
ロ
ッ
ク

塀
を
速
や
か
に
撤
去
で
き

る
よ
う
な
仕
組
み
は
つ
く

れ
な
い
か
。

町
長　
倒
壊
の
恐
れ
が
あ

る
よ
う
な
状
況
で
あ
れ

ば
、
規
制
や
応
急
措
置

は
、
所
有
者
に
お
い
て
対

応
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な

る
。
そ
の
際
、
ブ
ロ
ッ
ク

塀
等
撤
去
支
援
事
業
補
助

金
を
活
用
す
る
場
合
は
、

可
能
な
限
り
速
や
か
な
対

応
を
す
る
。

私
の
思
い

　
災
害
で
無
事
で
あ
っ
て

も
二
次
被
害
に
遭
っ
て
し

ま
っ
て
は
意
味
が
な
い
。

二
次
被
害
防
止
に
も
力
を

入
れ
て
ほ
し
い
。

災
面
か
ら
、
第
１

次
緊
急
輸
送
道
路

で
あ
る
国
道
１
１

２
号
や
、
第
２
次

緊
急
輸
送
道
路
で

あ
る
県
道
の
２
路

線
が
想
定
さ
れ
る

が
、
住
宅
が
連れ

ん
坦た
ん

し
て
お
ら
ず
、
ま

た
、
道
路
幅
も
十

分
に
あ
る
こ
と
か

ら
無
電
柱
化
の
必

要
性
は
低
い
。
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議会活動報告議会活動報告

一日も早い実現に向け、稲田局長に要望書を提出

令和５年度　中山町重要事業要望
国土交通省 東北地方整備局と山形河川国道事務所に佐藤町長とともに要望書を提出

４回目のワクチン接種にかかる予算を専決処分
新型コロナウイルス感染症対策特別委員会報告（委員長：佐東幸治）

　最上川が過去最高水位を記録した令和２年７月豪雨では、
町内において１００軒以上の住宅浸水被害や山間部の土砂崩れ
が発生するとともに、大動脈である国道１１２号をはじめとす
る幹線道路も浸水により交通機能が阻害され、広域避難機能
や社会・経済活動を支える基盤に大きな影響を与えたことを
踏まえ、６月１４日、国土交通省に要望書を提出しました。
　議会からは、鎌上議長、佐東副議長が出席し、町民の安全・
安心と生活の利便性を高めるために、下記２点を重要事業と
して要望しました。

　５月１７日、１０回目の新型コロナウイルス感染症対策特別委員会が開催され、感染状況と対応につい
て報告がありました。各課ごとの主な内容は次のとおりです。

　　　　　　 
　山形県と中山町における、現在の感染状況と、これまでの取り組みについて説明がありました。
　令和４年１月１９日から、山形県は注意・警戒レベル２となっており、中山町の感染者数は、６月２９
日時点で合計２６６人です。

総務広報課

　　　　　　 
　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の活用状況および、６月定例会補正予算分の‌
説明がありました（表参照）。

総合政策課

（令和４年度当初予算分）
№ 事業・取り組み等 事　業　費 事業担当課
１ 新型コロナウイルス感染症検査費用助成 ５２万００００円 総合政策課
２ 保育園等副食費無償化にかかる経費 １０３６万８０００円 健康福祉課
３ 町内農産物消費応援事業費補助金 ２２０万５０００円 産業振興課４ 宿泊施設応援事業 １０３８万００００円
５ 防災行政無線（同報系）戸別受信機購入 １１８２万５０００円 総務広報課
６ 学校給食費の無償化 ４２３７万４０００円 教　育　課

合　　　　　計 ７７６７万２０００円
（令和４年度６月補正予算分）
№ 事業・取り組み等 事　業　費 事業担当課
１ 新型コロナ対策中山町商品券事業 ４１４６万１０００円 産業振興課２ 原油価格物価高騰負担軽減事業（ゆ・ら・ら入浴回数券） １３２３万４０００円

合　　　　　計 ５４６９万５０００円

　　　　　　 
　４回目の接種が決定したため特別委員会で説明があり、その後、補正予算が専決処分されました。
対象者は「６０歳以上の方」、「１８歳以上６０歳未満で基礎疾患を有する方」、「重症化リスクが高いと医師
が認める方」となり、３回目接種から５か月が近づいた方から接種券の郵送を行うとのことです。

健康福祉課

　　　　　　 
　町内の小・中学校は、これまでどおりの対策を継続して行い、また、中学校の修学旅行は１０月に‌
北海道方面を予定しているとのことです。
　社会教育・体育施設については、感染対策を取りながら利用していくこととし、今夏は町民プール
も営業する方向で準備を進めているとの報告がありました。

教　育　課

　国土交通省、県および町で定期的に開催している「石子沢川流域治水勉強会」を今後も開催し、内
水被害に対する要望等を踏まえながら、石子沢川の治水安全度向上の検討を引き続き行っていくとの
回答をいただきました。

お気軽にお越しください。 お問い合わせ：中山町議会事務局 ☎023-662-4370

の予定です。99月月66日（火）〜日（火）〜1414日（水）日（水）次回の定例会は

水害にそなえ、垂直避難拠点整備事業に着手
治山・治水特別委員会報告（委員長：佐東幸治）

　５月２４日、治山・治水特別委員会が開催され、中山町垂直避難拠点整備事業の進捗についての説明
がありました。
　この事業は、「ひまわりグラウンド・ゴルフ場クラブハウス」の東側（総面積１０，３８４㎡）を約７．０ｍ
土盛りし、垂直避難拠点として整備を予定しているもので、目的は、高速道路や最上川堤防と接続す
る高さの避難場所を確保することにより、大規模な水害時において、高速道路や堤防に垂直避難した
避難者の避難拠点とするものです。
　これまで、令和４年２月に地権者への事業計画等説明会を行い、同意確認を経て、埋蔵文化財にか
かる試掘調査が行われたこと、５月より補償額算定にかかる現地調査が行われていることが報告され
ました。
　今後は、用地取得に関して議会の議決が必要となるため、臨時会が開かれる予定です。

６月２０日、臨時会が開かれ可決されました。詳しくは次号でお知らせします。速報

１　最上川流域における総合的な治水対策の推進について
　‌�　「令和２年７月豪雨を踏まえた最上川中流・上流緊急治水対策プロジェクト」を速やかに進
めるとともに、関係機関との連携を深めながら、既存の河川・堤防・排水機場の安全性および
可用性の向上を図ること。
２　国道１１２号「山形中山道路」の整備促進について
　‌�　国道１１２号「山形中山道路」の整備について、必要となる予算を安定的・持続的に確保し、
事業の推進を図ること。
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湿気対策として池の浚渫工事を予定しています
（九左衛門家屋敷裏にあるため池）

保存・維持していくためには、手入れや管理が
必要不可欠です　　　　　　　　　　　　　　

保存活用計画策定　国庫補助金３５６万１０００円決定
柏倉家住宅保存・利活用特別委員会報告（委員長：佐竹英規）

　６月８日、第２４回柏倉家住宅保存・利活用特別委員会が開催されました。
　最初に、令和３年度および令和４年度４月・５月の入館者数と入館料について報告がありました。
令和３年度（令和３年４月１日～令和４年３月３１日）の入館者数は、九左衛門家が合計１４４３人（入館
料６３万９５００円）で、惣右衛門家が合計２４１人（使用料２万３００円）でした。また、九左衛門家の令和４
年４月の入館者数は１１５人（前年同月比６６人増）、５月が１６１人（前年同月比９５人増）で、県外からの
来館者が増えているとの報告がありました。
　次に、令和３年度事業の実施状況として、施設管理事業、修繕事業、公開事業の全ての事業におい
て予算額内で実施されたとの報告がありました。
　令和４年度の事業の実施状況については、下記の３つに分け、説明がありました。

町村議会そして地方議会が抱える問題点について研修
令和４年度 町村議会 議長・副議長全国研修会

　５月３０日、東京国際フォーラムで３年ぶりに全国研修会が開催されました。当議会からは、鎌上‌
議長、佐東副議長が参加し、次の３点の問題について研修が行われました。
　１．「町村議会のあるべき姿」
　　　なぜ議会が設置されるのか・二元的代表制の意義・町村議員への期待
　２．「町村議会議員報酬について」
　　　議員報酬・定数等の条件整備を考える基本的視点・議員のなり手不足の現状と課題
　３．「地方議会とハラスメント」
　　　ハラスメントの実態・ハラスメントはなぜ起きるのか・どのように防止するか
　　　‌�　問題は深刻で、男性議員から女性議員へのハラスメント、先輩議員から新人議員へのハラス

メントなど、私たちの周りではハラスメントが多く存在し、被害者・加害者にならないために、
個人の意識と組織全体での取り組みが重要だと改めて考えさせられる研修でした。

空き家対策の実施状況を確認
厚生産業常任委員会報告（委員長：鈴木徹雄）

　６月８日、厚生産業常任委員会が開催されました。
　委員会では、初めに付託を受けた「令和４年度水田活用の直接支払交付金の見直しに関する請願」
の審査を行い、さらに継続して審査を行うこととしました。
　次に、空き家対策事業について、担当課への調査を行いました。
　現在、６軒ある特定空き家に対する措置を進めており、一部の空き家については所有者と協力しな
がら解決に向けての動きがあることや、固定資産税納税通知にあわせて空き家所有者にチラシを送付
したことなどにより、空き家バンクへの登録が増えていること、また、空き家バンク利用促進助成金
を創設し、利活用を促進していくことなどが説明されました。
　また、空き家対策総合支援
事業交付金（補助率２分の１）
を活用し、平成２５年に整備し
た空き家台帳の追加・更新を
することで最新の空き家状況
を把握し、今後の空き家対策
事業を検討するとのことです。
　委員からは、特定空き家の
危険性や近隣への影響を心配
する意見が出され、着実に対
応を進めていくことを求め、
今後も調査を行うこととなり
ました。

状態が改善されないと
認める場合

正当な理由がなく勧告にかかる
措置をとらなかった場合

命じられた内容を履行しない
又は十分でないとき

特定空き家に対する対応の流れ（空家法）
調査を行っても措置を命ずるべき
者を特定できない場合

措置を命ずるべき者を
特定できた場合

助言・指導

勧　　　告

命　　　令

行 政 代 執 行 略 式 代 執 行

①施設管理業務等、公開業務等の委託の状況について
　受託業者は「ＮＰＯ法人黒塀の里山保存会」で、施設
管理事業委託料が６５８万円、内訳は、清掃等委託料１１６万‌
８０００円、紅花栽培等業務委託料５５万５０００円、旧柏倉家住
宅等管理業務委託料（管理人業務、庭園等管理業務、樹
木管理業務、竹林整備業務、除雪業務など）４８５万７０００
円、また、公開事業業務委託料が１７０万８０００円となります。

③旧柏倉家住宅保存活用計画策定について
　文化庁が示している指針に基づいて計画を作成し、認定を受けることで、保存・保全箇所を具体化
していくための保護方針を策定するもので、基準の策定、当面必要な維持修理、今後の保存修理計画
など、保護の方針を盛り込みます。この計画策定については、一部業務を委託し、大学の専門教授等
と町民から公募した若干名の、１０～１３名で今年度３回の会議を開催し、意見を反映させる予定です。
　なお、令和４年度の予算として、総事業費７１２万３０００円のうち、半分の３５６万１０００円が国庫補助金と
なることが決定しています。

②修繕計画等（修繕箇所、スケジュールなど）について
　令和４年度の当初予算は、修繕費が１５０万１０００円、‌
内訳は、上便所板塀修繕１４万４０００円、主屋西面北側谷間
葺
ふ
き替え８５万７０００円、一般修繕費５０万円となっており、
また、池の浚

しゅんせつ
渫工事費（湿気対策）７３万７０００円を合わせ、

合計で２２３万８０００円となります。
　予算のうち、特別交付税６５万円を差し引いた１５８万‌
８０００円、および事務費等については、クラウドファン
ディング型ふるさと納税を活用することで財源を確保
し、一般財源をできるだけ使用せずに済むよう努める計
画とのことです。なお、修繕工事の実施は９月中旬以降
に予定されています。
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　桜が満開となる時期には、
なかやま保育園

の園児たちもお散歩コースと
してお花見を楽

しんでいます。
　以前は園内に遊具も設置さ

れており、子ど

もたちの遊び場所としても親し
まれていました。

　一見、古墳を思わせるよう
な、歴史とロマ

ンを感じさせる公園です。

� （⇒詳しくはＰ１８へ）
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ふるさと
シリーズ

再発見

！

岡村観音堂の御朱印
（観音堂東側、石川宅、須貝宅で受付）

髙橋さん、ありがとうございました。
（令和４年５月２４日 取材）

今号の表紙 最上三十三観音 第１４番札所 「岡村観音堂」ふるさと
シリーズ

再発見
！

表紙シリーズ「ふるさと再発見！」では、地元の人しか知らない、知っているけれど見たことがない、そんな風景・
造形・自然などを紹介しています。地域の隠れた魅力、自慢の風景など、紹介したい場所や物がある方は、町議会
事務局（☎023-662-4370）まで、お気軽にご連絡ください。

　「岡村観音堂」は、堂内に伝わる納札によると、ご本尊ならびに両脇侍※像を当地裏山の 
霊場に祀

まつ

ったことが起源とされています。
　ご本尊は「木造十一面千手観音菩薩立像」で、奈良時代の高僧、行

ぎょうき

基が彫り込んだとされ
る秘仏です。行基がこの地を訪れたとき、農民が干ばつで苦しんでいたため、観音を作ってお祈りし
たところ、大雨が降り、田畑は生き返ったという言い伝えがあります。このため、「雨乞い観音」と

　「議会だより」を町民の皆さまに興味を持って読んでも
らえる内容にするため、感想・意見をいただいている「広
報モニター」の声をご紹介します。

　今回もたくさんの声をお寄せいただきありがとうございました。ご指摘のあった件については
検討させていただきます。
　ご意見、要望等ありましたら、どなたでもお気軽にご連絡ください。

◦‌ �表紙について、いろいろと書き込んでいるので、もう少し
すっきりしてはいかがでしょうか。

◦‌ �令和４年度一般会計予算概要は、歳入・歳出が対比できて
見やすいです。

◦‌ �予算審議内容の説明が具体的でわかりやすい。

◦‌ �読む側の興味をつなげるために、文字の色や大きさを工夫
した紙面になっている。

◦‌ �議会活動報告は詳しい内容で大変興味深い。今後も力を‌
入れて報告してほしい。

第21号から

連 絡 先 TEL：０２３-６６２-４３７０　 FAX：０２３-６６２-２５３８
Eメール：gikai@town.nakayama.yamagata.jpな

か

やま
議会だよりモニター

随時
募集中

して、地域の人々に信仰されてきました。
　「十一面」とされていますが、実際には真面と合わせて合
計１８面あることや、観音堂が東を向いていることなど、大変
めずらしい特徴があります。
　観音堂には、いつでも参拝できますが、ご本尊は秘仏とし
て１２年に一度、子

ねずみどし

年にのみ御開帳されています。令和２年が
子年でしたが、コロナ禍により延期され、ことし令和４年に
御開帳されています。１２年に一度の貴重な御開帳です。この
機会に、悠久の歴史を刻む秘仏をぜひ拝観されてはいかがで
しょうか。（拝観期間：令和４年５月１日～１０月３１日）
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活
用
し
た
情
報
発
信
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す

「
ま
ち
・
ひ
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」で
は
、
中
山
町
が
大
好
き
で
、
町
内
外
で
活
躍
す
る
元
気
な「
若
者
」に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

第
１５
回
は
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
で
町
の
魅
力
・
情
報
の
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
る
髙
橋
圭
哉
さ
ん
で
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
応
募
し
た

動
機
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
中
山
町
出
身
の
妻

か
ら
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

募
集
し
て
い
る
こ
と
を
聞
い
た

の
が
き
っ
か
け
で
す
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
内
容
を
確
認
し
た
と

こ
ろ
、「
広
報
活
動
分
野
」
で

の
募
集
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ

ま
で
働
い
て
き
た
携
帯
電
話

シ
ョ
ッ
プ
や
Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ザ
イ

ナ
ー
と
し
て
の
経
験
を
活
か
せ

る
と
思
い
応
募
し
ま
し
た
。

現
在
の
活
動
内
容
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
町
内
の
風
景
や
食

べ
物
な
ど
、
い
い
な
と
思
っ
た

も
の
を
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
投

稿
し
、
中
山
町
の
魅
力
を
発
信

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
広
報

の
イ
ベ
ン
ト
取
材
に
も
同
行
し

写
真
撮
影
を
し
て
い
ま
す
。

髙
橋
さ
ん

髙
橋
さ
ん

実
際
に
中
山
町
に
住
ん
で
み
て

ど
う
で
す
か
？

　
　
　
　
　
町
を
歩
い
て
い
る

と
、
す
れ
違
う
中
学
生
な
ど
が

全
員
挨
拶
を
し
て
く
れ
る
こ
と

に
驚
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
い

ろ
い
ろ
な
地
域
に
住
ん
で
い
ま

し
た
が
、
そ
う
い
う
経
験
が
あ

ま
り
な
か
っ
た
の
で
、
率
直
に

す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま

た
、
妻
の
同
級
生
が
町
内
に
多

く
住
ん
で
い
て
、
思
っ
た
よ
り

も
若
い
人
や
子
ど
も
が
多
い
な

と
感
じ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
県
の
中
心
部
に
位

置
し
て
い
る
た
め
、
県
内
各
地

へ
出
か
け
や
す
い
と
こ
ろ
も
気

に
入
っ
て
い
ま
す
。

休
日
は
ど
の
よ
う
に

過
ご
し
て
い
ま
す
か
？

　
　
　
　
　
子
ど
も
が
ま
だ
小

さ
い
の
で
、
子
ど
も
の
世
話
を

し
た
り
、
町
内
に
出
か
け
た
り

し
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

交
通
量
も
少
な
い
の
で
安
心
し

て
子
ど
も
と
散
歩
に
出
か
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

髙
橋
さ
ん

髙
橋
さ
ん

合
的
な
情
報
サ
イ
ト
を
作
成
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ

に
コ
ラ
ム
の
欄
を
付
け
て
、
活

動
し
て
い
る
方
の
取
材
を
行

い
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ

て
い
る
の
か
な
ど
、
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
ー
ビ
ス
を
使
い
発
信
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　
ま
た
、
い
つ
に
な
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
移
住
体
験
な
ど

も
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

中
山
町
の
魅
力・情
報
発
信
に

つ
い
て
、
足
り
な
い
こ
と
は

何
だ
と
思
い
ま
す
か
？

　
　
　
　
　
引
越
し
を
し
た
際

に
い
ろ
い
ろ
と
ネ
ッ
ト
検
索
を

し
た
の
で
す
が
、
な
か
な
か
必

要
な
情
報
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
町
外
へ
の
露
出
度
が

少
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
ま

た
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

近
隣
の
市
町
村
と
比
較
し
て
も

コ
ン
テ
ン
ツ
が
少
な
い
よ
う
に

思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
や
っ
て
み
た
い

取
り
組
み
は
あ
り
ま
す
か
？

　
　
　
　
　
現
在
、
町
民
の
方

向
け
に
ス
マ
ホ
教
室
を
準
備
し

て
い
ま
す
。
特
に
高
齢
者
の
方

は
ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
て
も
、

よ
く
わ
か
ら
な
い
か
ら
使
え
な

い
と
感
じ
て
い
る
方
も
多
い
よ

う
で
、
安
心
し
て
使
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
、
楽
し
く
学
べ
る

場
を
提
供
し
た
い
で
す
。

　
情
報
発
信
で
は
、
町
内
の
お

店
や
団
体
な
ど
を
紹
介
す
る
総

髙
橋
さ
ん

髙
橋
さ
ん

梅ヶ枝町在住
中山町地域おこし協力隊
（総務広報課所属）

髙
たか
橋
はし
 圭
けい
哉
や
さん（３１歳）

プロフィール

宮城県岩沼市出身。東京の専門学校を卒業後、テ
レビ制作会社、携帯電話ショップで働いた後、フ
リーランスのWebデザイナーとなり、令和４年
４月より中山町地域おこし協力隊として活動中。

Instagram「なかやま日和」
https://instagram.com/nakayamabiyori

※脇侍とは、仏教彫刻・線画などにおいて、本尊の両脇に控える存在のこと。
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連載シリーズ 第３弾

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
も
少
し
ず
つ
収
ま
る
気

配
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
私
た

ち
の
「
慣
れ
」
も
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
実
は
こ
の
「
慣

れ
」
や
「
マ
ン
ネ
リ
化
」
の

中
に
こ
そ
問
題
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
な
か
や
ま
議
会
だ
よ
り
」

も
、
マ
ン
ネ
リ
化
し
な
い
よ

う
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
マ
ン
ネ
リ
化
を
打
破
す
る

た
め
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の

「
声
」
や
「
ご
意
見
」
を
、

ぜ
ひ
議
会
だ
よ
り
に
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。「
議
会
だ
よ
り

モ
ニ
タ
ー
」も
募
集
中
で
す
。

�

（
村
山　
隆
）

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
委 

員 

長　
村
山　
　
隆

　
副
委
員
長　
佐
竹　
英
規

　
委　
　
員　
佐
東　
幸
治

　
委　
　
員　
夛
田　
慎
二

　
委　
　
員　
鎌
上　
　
徹

皆さまのご意見、ご感想など、お寄せください。次回第２３号の発行は１１月１日 です。
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　ペタンク部は、当初は愛好者で活動していましたが、平成１４年にお誘い
を受け、町体育協会（現町スポーツ協会）に加盟しました。
　ペタンクは、フランスが発祥の球技で、高齢者から小学生、車椅子の方
まで、誰でも比較的簡単に楽しめる生涯スポーツ、レクリエーション・ス

ペタンク部９番

　野球部の主な活動内容は、「中山ジュニア野球スポーツ少年団」（４３年目）
と、中学生を対象とした「中山ベースボールクラブ」（２１年目）の指導です。
　この２つのチームの出身者の中には、甲子園出場を果たした選手や、プロ

野 球 部１０番

スポーツスポーツ
１４番勝負１４番勝負！！

スポーツとフルーツ 伸びゆく町 なかやま

5その
　なかやま議会だよりの最終ページは、町内の各団体
を紹介してきました。
　連載シリーズ第３弾は、「スポーツ１４番勝負！」と
題し、中山町スポーツ協会加盟の１４団体を紹介しま
す。今回は、「ペタンク部」と「野球部」の２団体です。

活動曜日：不定期　　活動場所：すぱーく中山

活動曜日：中山ジュニア野球スポーツ少年団…水曜日１８：３０～２０：３０
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土・日曜日８：３０～１２：３０
　　　　　中山ベースボールクラブ…木曜日１８：３０～２０：３０／日曜日１３：００～１６：００
活動場所：‌�町民グラウンド・長小グラウンドなど（冬季期間は、活動時間・場所が変わります。）

ポーツとして普及しています。
　試合は、２チームによる対抗戦で行われ、木製の目標玉（ビュット）をめがけ金属
製のボールを投げ合って、相手のボールより近づけることで得点を競います。

代表者：布
ふ

施
せ

善
よし

範
のり

　会員数：5名 （愛好者多数）　問合せ先：☎ ０９０-６６８５-６８５０

代表者：佐
さ

竹
たけ

英
ひで

規
き

　会員数：11名　問合せ先：☎ ０２３-６６２-２６４７

お詫びと訂正
　なかやま議会だより第２１号に掲載しました、「スポーツ１４番勝負」の「バドミントン部 問合せ先」の氏名表記に
誤りがありました。正しくは以下のとおりです。大変ご迷惑をおかけしましたことを深くお詫び申し上げます。

【誤】飯沼広一（いいぬま ひろかず）様　【正】飯沼広一（いいぬま ひろいち）様

　当町では６月と１１月に大会が行われます。そのほかにも県
内各地で大会が開催されており、誰でも参加できます。体験
したい方、興味のある方は、ぜひご連絡ください。

しています。下記の日程で練習をしていますので、興味のある方は、ぜひ気軽に見学に来てください。

野球に進んだ選手もおり、部員一同、誇りに思っています。
　私たちは、子どもたちが安全に楽しく野球ができるよう指導に努め、また、
心と体の成長とともに、大きな夢を持ち次のステップに進めるよう手助けを

ボール
ビュット
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